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Beyond the networked society  － The form of community and freedom
Jun-ichiro  INUTSUKA
Faculty of Human Life Sciences and Arts, Jissen Women’s University
   In today's society, due to the energy and resource crisis, we are facing industrial constraints 
and f inancial crisis. This situation would be a turning point in the history of human civilization 
and social model. When considering the turning point for civilization theory, post-industrial, 
information socialization, such as the model in terms of network-oriented society has been 
discussed. In order to convert the model relationship between human society and the natural 
environment, we must criticize the model of networked society structurally. In this paper, we 
discuss in terms of individual freedom as universal principles, libertarianism, autarky as open 
structured, the structure of the symbolic world, and human capitalization.







































































1969 年	 ARPANET	 インターネットの起源
1970 年	 NIC	 ドメイン ･レジストリ
1979 年	 USEnet	 情報交換、電子掲示板システム
1983 年	 TCP/IP	 通信プロトコル標準化
1983 年	 DNS	 ドメイン名データベース
1988 年	 Eudora	 電子メール
1990 年	 World	Wide	Web　WWW実装
1991 年	 Linux	 カーネルの公開
1993 年	 Mosaic	 画像も扱えるweb ブラウザ
1994 年	 WebCrawler	 全文検索エンジン
1995 年	 Amazon.com,	eBay　オンライン小売業、オーク
ション
1998 年	 Google	 検索エンジン産業
2001 年	 Wikipedia	 知識共有事業
41〔原著論文〕実践女子大学　生活科学部紀要第 50号，2013
2003 年	 Myspace	 ソーシャル ･ネットワーク
2003 年	 iTunes	Store	 楽曲ネット販売
2005 年	 YouTube	 動画共有








であるテッド ･ネルソン Theodor Holm Nelson がハイ






















































































ペリー・バーロウ John Perry Barlow による「サイバー
スペース独立宣言」A Declaration of the Independence of 
Cyberspace をあげることができよう。これは、1996年

































ビッツ＝ブランダイス（Louis Dembitz Brandeis, 1856－














































































　アウタルキー autarky はギリシア語の αὐτάρκεια
（autárkeia: aut[o]-, ‘self’ + arkein, ‘to suffice’: ‘self-
suff iciency’）に由来する言葉 18 であるが、ここでは、
環境に対する社会の“自足性”の意味で使用する。ド

































































































































































　1830 年代にタルボット William Henry Fox Talbot と
ダゲール Louis Jacques Mandé Daguerre がほぼ同時に
実用化した写真技術（原型は 1820 年代のニエプス

















































































































































































































知識産業，The Production and Distribution of Knowledge 
in the United States，プリンストン大学出版，フリッ
ツ・マッハルプ Fritz Machlup，1962 年、邦題『米国に
48
おける知識の生産と流通』  
脱工業化社会，The Coming of Post-Industrial Society: A 
Venture in Social Forecasting，ダニエル・ベル Daniel 
Bell, Basic Books, 1973、邦題『脱工業社会の到来　―
社会予測の一つの試み』  
第三の波，The Third Wave，アルビン・トフラー Alvin 

















『百科全書』L'encyclopedie,ou Dictionnaire raisonné des 












9 近年では、アップル ･ コンピュータのスティーブ ･
ジョブスの業績への評価にいちじるしい。彼の講演で

















統治には従い続けるとしても」We must declare our 
virtual selves immune to your sovereignty, even as we 






NASDAQ の総合指数は 1000 前後（1996 年）から







利上げにより崩壊、さらに 2001 年 9 月 11 日のテロ事











用を取り上げている。Inside the Secret World of the Data 











18 英語では同じ発音の言葉に autarchy がある。現代英語
では‘ch’に相当する発音がないためであるが、この
単語の由来は αὐταρχία（autarchía）であり αὐτάρκεια






















































nach der Technik, 1953，p32（論文集『技術への問い』，
M. ハイデッガー，関口浩訳，平凡社，2009 年 所収）  
技術と現代社会については、拙稿「技術的世界観の新
たな地平　－“用”の技術・経済システムから“存在”
の技術・経済圏へ－」，『比較文明』第 27 号，比較文
明学会，2011
26  地球というスケールでのエネルギー収支を考えた場
合、インプットの大半は太陽からの輻射エネルギーで
ある。海洋 ･大気の循環、植物によるエネルギーの固
定など、持続可能性はこのマクロのエネルギー ･シス
テムのうちに捉えられなければならない。一方、輻射
エネルギーの地球的時間における長期を経た固定・蓄
積結果である化石燃料の使用は、人間の時間における
有限な物質の不可逆な消費である。その取り扱いやす
くエネルギー変換効率が高いという物質特性は代替物
のないものである。
27 「決定的なのは次の点である。すなわち、労働、土地、
貨幣は産業の基本的な要因であること、しかも、これ
らの要因もまた市場に組み込まれなければならないこ
とである。事実、これらの市場は経済システムの絶対
的に重要な部分を形成する。ところが、労働、土地、
貨幣が本来商品ではないことは明白である。（…）労
働は、生活それ自体に伴う人間活動の別名であり、そ
の性質上、販売のために生産されるものではなく、
（…）つぎに、土地は自然の別名でしかなく、人間に
よって生産されるものではない。最後に、現実の貨幣
は購買力を示す代用物に過ぎない。（…）労働、土地、
貨幣はいずれも販売のために生産されるのではなく、
これらを商品視するのはまったくの擬制（フィクショ
ン）なのである。」ポランニー，pp.38－39
28 ここで参照する風土学については、拙稿「来るべきコ
スモスを担うもの－風土学の射程と環境、企業、大学
－」，実践女子大学生活科学部紀要 47 号，2010
29 資本の自律的な拡大性向として批判される現代の金融
システムに対し、クラウドファンディング（crowd 
funding 群衆資金調達）と呼ばれるシステムが近年、
活発に成長を続けている。不特定多数の人が web を通
じて他の個人や組織の事業に資金提供する仕組みであ
るが、対象事業はベンチャー ･ビジネス的なものだけ
ではなく、配当などの見返りのない社会事業や文化 ･
芸術活動にも広がり、ソーシャルファンディングとも
呼ばれている。日本では、出資への法的制限や寄付へ
の課税の問題から、何らかの購入のかたちをとる例が
多く、米国ほどの拡大を見せていはないが、逆に資金
提供を通じた新たな人間関係づくりとしての関心が生
まれている。伝統的組織である無尽講 ･頼母子講 ･も
あいなどと比較することもできよう。
30 一本の樹は、枝、樹皮なども含め、あらゆる部位がそ
れぞれ異なる技術の担い手によって様々に活用され、
食器から衣類、家具、住宅、燃料など、生活の実態を
構成する。同じように脱穀された稲藁や籾殻は履き
物、縄、雑器、寝具、屋根など、農村生活の実態をな
す。そしてそれら生活実態を作り上げる技 ･仕事を行
う人々の相互関係が、すなわち共同体・社会なのであ
る。

